
戦
勝
守
護
九
頭
明
神
祭
る

盾
の
よ
う
な
石
の
板
に
囲
ま
れ
た
ご
神
体

‖
高
取
町
の
天
津
石
戸
別
神
社
で

天
津
石
戸
別
神
社
は
、
貝

吹
山
南
西
麓
に
あ
る
越
智
氏

居
館
跡
の
西
に
鎮
ま
っ
て
い

ま
す
。
古
く
は
九
頭
神
社
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
越
智
氏
系
図
」
に
は
１
１

８
５
（
元
暦
２
）
年
、
清
和

源
氏
の
流
れ
を
く
む
越
智
氏

の
祖
の
親
家
が
平
家
の
滅
亡

後
に
、
こ
の
地
に
凱
旋
し
た

と
き
に
戦
神
と
し
て
信
仰
し

て
い
た
九
頭
明
神
を
戦
勝
守

護
神
と
し
て
祭
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
親

家
が
兜
の
八
幡
座
と
言
わ

れ
る
中
央
部
分
に
九
頭
銀

龍
を
安
置
し
、
九
頭
上
大

明
神
と
し
て
祭
っ
た
と
い
う

説
話
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
５
８
３
（
天
正

）
年

の
越
智
氏
滅
亡
ま
で
の
約
４

０
０
年
間
、
越
智
氏
は
祈
と

う
所
と
し
て
守
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
の

末
ま
で
九
頭
神
社
と
し
て
里

人
に
長
く
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

近
代
に
な
り
、
１
８
７
５

（
明
治
８
）
年
に
奈
良
県
の

指
示
に
よ
り
、
「
延
喜
式
神

名
帳
」
に
あ
る
天
津
石
戸
別

神
社
に
治
定
さ
れ
て
社
名
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は

日
本
神
話
の
天
岩
戸
を
開

け
て
天
照
大
神
を
導
き
出

し
太
陽
の
光
を
復
活
さ
せ
た

天
手
力
男
命
が
ご
祭
神
で

す
。こ

の
神
社
に
は
本
殿
が
な

く
、
拝
殿
・
祝
詞
舎
の
奥
に

石
垣
壇
の
上
に
盾
の
よ
う

な
石
の
板
を
立
て
て
囲
ん

だ
珍
し
い
玉
垣
の
中
央
に
御

神
体
の
榊
が
植
え
ら
れ
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
の
な

い
古
い
信
仰
形
態
の
神
社

で
、
今
も
九
頭
竜
明
神
と

し
て
の
信
仰
の
形
が
残
っ
て

い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

森
川
祐
美
）

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

天
津
石
戸
別
神
社
（
高
取
町
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
高
取
町
越
智

の
１

（
祭
神
）
天
手
力
男
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
掖
上
駅
よ
り
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

（
例
祭
）

月
第
３
日
曜


